
◆日時 令和8年6月4日（木）　18：30～ ◆ハイブリット開催

◆アンケート協力者数

　1．事例・取り組み紹介

「ターミナル期の家族支援　～　家族それぞれの気持ちによりそうことの大切さ　～」

リハビリ訪問看護ステーションみどり　代表　中村千佳　氏

　2．講義

「あゆみよりノートについて」

鶴岡市立荘内病院　呼吸器内科　医師　阿部恭子　氏
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合計

年齢

参加回数

初めて

2回目

3回目

4回目

5回以上

令８年度　第１回　緩和ケアを学ぼう会　参加者アンケート結果

合計

２０才代

３０才代

４０才代

５０才代

６０才代

７０才代

年齢

◆参加人数 92名 （会場 50名 Zoom 42名） 63名

合計

参加理由

内容に興味があったから

知人に誘われた

合計

発表者が知人

以前から参加している

職場から勧められたから

その他

初めて, 35%

2回目, 10%

3回目, 11%
4回目, 3%

5回以上, 

41%

参加回数

内容に興味が

あったから, 

67%

知人に誘われた, 3%

発表者が知人, 

9%

職場から勧められたから, 

13%

その他, 8%参加理由

２０才代

3% ３０才代

10%

４０才代

41%

５０才代

38%

６０才代

8%
年齢

男性

3%

女性

97%

性別
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看護師

現在従事している職種

合計

保健調剤薬局

行政

訪問介護事業所

21-25年

26年以上

合計

事務職

3-5年

6-10年

保健師

薬剤師

理学療法士

医師

介護福祉士

ケアマネジャー

相談員（社会福祉士）

経験年数

合計

1-2年

経験年数

合計

とても役に立つ

役に立つ

少し役に立つ

少し役に立つ

合計

16-20年

11-15年

現在従事している職種

介護老人保健施設

有料老人ホーム

居宅介護支援事業所

地域包括支援センター

病院

診療所

訪問看護ステーション

その他

1年未満

看取り経験

はい

いいえ

合計

役に立ったか

とても役に立つ

役に立つ

介護老人保健施設, 1%
有料老人ホーム, 1%

居宅介護支援事業所, 

11%

地域包括支援セン

ター, 2%

訪問介護事業所, 

2%

病院, 40%診療所, 5%

訪問看護ステーション, 

28%

保健調剤薬局, 2%

行政, 5%

その他, 3%勤務場所

1年未満, 5%
1-2年, 7%

3-5年, 11%

6-10年, 13%

11-15年, 6%

16-20年, 11%21-25年, 14%

26年以上, 33%

経験年数

はい, 

83%

いいえ, 17%

看取り経験

とても役に立つ, 

51%役に立つ, 46%

少し役に立つ, 3%

事例1「ターミナル期の家族支援」は

役に立ちましたか

とても役

に立つ, 

55%役に立つ, 

43%

少し役に立つ, 2%
全体的に役に

たちましたか

看護師, 67%

保健師, 1%

薬剤師, 1%

理学療法士, 2%

医師, 3%

介護福祉士, 2%

ケアマネジャー, 13%

相談員（社会福祉士）, 3%

事務職, 8%現在従事している職種
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63

経験年数

とても役に立つ

役に立つ

少し役に立つ

研修会の時間

ちょうど良い

長い

合計

今後も参加したいか

そう思う

少しそう思う

合計

合計

とてもそう思う

とても役に立つ, 

53%
役に立つ, 41%

少し役に立つ, 6%

講義「あゆみよりノートについて」は

役に立ちましたか

とてもそう

思う, 36%

そう思う, 

59%

少しそう思う, 

5%

今後も参加したい

と思うか？

ちょうど良い, 

90%

長い, 10%

この会の時間の長

さはどう思うか

52人

40人

42人

19人

0人 20人 40人 60人

緩和ケア学ぼう会はあなたにとって

どのように役立つと思いますか
緩和ケアや看取りに関する他施設・多職種の取り組み

や経験を知る
緩和ケアや看取りに関する医療について学ぶ

他施設・多職種との連携に関する気づきを得る

他施設・多職種と顔の見える関係になる

30人

41人

19人

7人

18人

31人

1人

0人 20人 40人 60人

講義内容について、希望する内容
終末期の患者・家族とのコミュニケーション

終末期の患者・家族の意思決定支援

がん患者における痛みなどの苦痛症状の緩和

抗がん治療概論

グリーフケア（大切な人を失う悲しみへのケア）

看取り期の患者と家族への治療やケア

その他

50人

40人

9人

4人

0人 20人 40人 60人

「緩和ケアを学ぼう会」の形式について、希望する内容を

えらんでください （複数回答可）

多職種からの経験事例発表

医師や看護師からの緩和ケアや看取りに関する講義

自由な意見交換・交流を含む

ロールプレイや実技など体験を含む
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・家族にもあゆみよりノートを書いてもらいたいと思った

・あゆみよりノートについて興味がありました。 市の事業として展開とのことですが、まずはACPについての普及

啓発からかなと思いました。

・あゆみよりノートについて、60歳台くらいの方に使ってみたいと思いました。

・とても勉強になりました。歩み寄りノートはぜひ使っていきたいと思いました。

・あゆみよりノートいいですね 将来はアプリからクラウドに飛ぶ　カルテにも記載される　などの未来もあるかも

しれないと思いました ありがとうございました

・事例にかかわった職種がもっと参加されるといいと思いました。

・思いを共有するためのプロセスの大事さや難しさを改めて感じることができました。

・あゆみよりノート市民に広がることを切に 願います。作成ありがとうございます。

・訪問看護みどりさんが本当に深く丁寧に考えながら関わっていることが知れて素晴らしいなと感じました。 あゆ

みよりノートをここまで完成させるのは大変だったろうなーと感じました。 私たちも，活用していきたいと感じま

した。 ありがとうございました。

・あゆみよりノートのサイズはA4になっているかと思いますが、文字がある程度大きくて記入しやすい、行方不明

にならない、などの理由でしょうか。 あゆみよりノートを持っている方にまだ出会っていないのでわからないです

が、他の書類などに埋もれず配った病院以外の他の医療者が見つけられるか…どのくらいのサイズ感や厚さ（丈夫

さ）がいいのか、存在感をどう出すか、難しいなぁと思いました。

・今回の事例と講義をお聞きして、あゆみノートがあれば今回の事例のご本人の思いを家族それぞれで確認し、多

職種も含めて共有する事にも使えるのではないかと思いました。

・あゆみよりノートを見せてほしい

・あゆみよりノートの取り組み、素晴らしいと思いました。

　　§ご意見・ご感想など自由記述§

～緩和ケアを学ぼう会グループ～
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